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さ
く
ら
さ
く

き
た
も
と

市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
桜
が
咲
き
誇
り
、
ま
ち
を
彩
り
ま
す
。

楽
し
み
方
は
ひ
と
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
だ
け
の
お
気
に
入
り
の
桜
を
探
し
に
で
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
本
五
大
桜 

石
戸
蒲
ザ
ク
ラ

き
た
も
と
桜
め
ぐ
り

桜
も
祭
り
も
楽
し
み
いっ
ぱ
い

其
の
一
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二
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三
◦

樹
齢
八
〇
〇
年
の
伝
説
が
残
る
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インタビュー

源
範
頼
の
伝
説
が
残
る

　

平
安
時
代
末
、
源
範
頼
は
、
兄
で
あ

る
頼
朝
の
命
に
よ
り
大
手
将
軍
と
し
て

軍
勢
を
率
い
て
、
弟
義
経
と
と
も
に
平

氏
追
討
に
功
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

範
頼
は
、
頼
朝
が
征
夷
大
将
軍
と

な
っ
て
鎌
倉
幕
府
を
開
く
ま
で
兄
を
支

え
続
け
ま
す
。
し
か
し
、
あ
ら
ぬ
こ
と

か
ら
頼
朝
に
疑
い
を
か
け
ら
れ
建
久
４

（
１
１
９
３
）年
、
伊
豆
の
修
善
寺
で
殺

さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
域
に
は
、
こ
の
と
き
範
頼
が
実
は

生
き
の
び
て
逃
れ
て
き
た
と
い
う
伝
説

文
人
た
ち
に
愛
さ
れ
た

　

江
戸
時
代
後
期
に
、
滝
沢
馬
琴
は
、

自
身
の
著
書
で
あ
る「
玄
同
放
言
」に
江

戸
市
中
で
評
判
で
あ
っ
た
蒲
ザ
ク
ラ
を

と
り
あ
げ
る
た
め
、
そ
の
取
材
に
渡
辺

崋
山
を
東
光
寺
へ
遣
わ
し
ま
す
。
今
に

残
る
蒲
ザ
ク
ラ
と
板
石
塔
婆
の
見
事
な

挿
絵
は
、
こ
の
と
き
崋
山
が
描
い
た
も

の
で
す
。

　

長
崎
県
の
平
戸
藩
主
、
松
浦
静
山
も

「
甲
子
夜
話
」の
な
か
で
蒲
ザ
ク
ラ
に
つ

い
て
触
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、「
桜

と
い
う
も
の
は
長
く
成
長
す
る
も
の
が

少
な
い
が
、
蒲
ザ
ク
ラ
は
数
百
年
を
経

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
地
こ
そ
が

石
戸
蒲
ザ
ク
ラ
の
あ
る
東
光
寺
で
す
。

　

蒲
ザ
ク
ラ
は
、
そ
の
と
き
範
頼
が
突

い
て
き
た
杖
が
根
付
い
た
も
の
で
あ
る

と
か
、
あ
る
い
は
兜
を
か
け
た
桜
で
あ

る
な
ど
の
言
わ
れ
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
範
頼
は
石
戸
の
地
へ
逃
れ
て

き
た
後
、
重
い
病
に
か
か
り
亡
く
な
っ

て
し
ま
い
、
そ
の
と
き
葬
ら
れ
た
場
所

に
植
え
た
桜
が
蒲
ザ
ク
ラ
に
成
長
し
た

と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
も
残
る

桜
の
根
元
に
あ
る
古
び
た
石
塔
は
範
頼

の
墓
標
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　

範
頼
は
、
現
在
の
静
岡
県
浜
松
市
東

区
に
あ
っ
た「
蒲か

ば
の
み
く
り
や

御
厨
」の
出
身
と
さ
れ

て
お
り
武
蔵
国
の
中
で
も
比
類
な
き
古

木
で
あ
る
。」と
記
し
て
い
ま
す
。

　

大
正
時
代
に
は
女
流
俳
人
の
川
島
つ

ゆ
が
、
天
然
記
念
物
の
指
定
に
な
っ
た

ば
か
り
の
蒲
ザ
ク
ラ
を
訪
れ
ま
す
。
道

す
が
ら
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
東
光

寺
に
た
ど
り
着
い
た
と
き
の
紀
行
文

を
、
一
部
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　
「
蒲
桜
に
近
く
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

立
つ
石
戸
村
青
年
会
の
道
し
る
べ
を
ゆ

か
し
い
も
の
に
思
っ
た
。（
中
略
）樹
下

の
阿
弥
陀
堂
の
破
れ
た
縁
に
白
髪
を
染

め
た
婆
が
駄
菓
子
と
麦
酒
を
売
っ
て
い

た
。
一
行
よ
り
も
先
に
二
三
の
観
光
客

が
あ
っ
た
。
ゆ
で
玉
子
は
も
う
お
し
ま

い
に
な
り
ま
し
た
と
い
う
。」

た
た
め
蒲か

ば
の
か
じ
ゃ

冠
者
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
蒲
ザ
ク
ラ
は
範
頼
を
追
慕
す
る
桜

と
し
て
そ
の
名
前
を
冠
し
て
い
る
の
で

す
。次

の
世
代
に
伝
え
る

　

蒲
ザ
ク
ラ
は
、
和
名
で
ず
ば
り「
カ
バ

ザ
ク
ラ
」と
い
う
た
だ
一
本
の
品
種
で

す
。
こ
の
珍
種
を
後
世
に
残
す
た
め
に
、

市
で
は
か
つ
て
蒲
ザ
ク
ラ
の
ク
ロ
ー
ン
増

殖
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
平
成
七
年
か
ら

市
内
各
所
に
植
樹
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
北
本
駅
東
口
に
植
え
ら
れ

て
い
る
苗
は
樹
形
も
安
定
し
、
近
く
に

あ
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
の
対
比
が
楽
し

め
ま
す
。
石
戸
小
学
校
玄
関
前
に
植
え

ら
れ
た
樹
は
、
今
で
は
２
階
建
て
の
校

舎
を
超
え
る
ほ
ど
成
長
し
、
４
月
に
新
入

生
を
迎
え
る
頃
に
は
、
蒲
ザ
ク
ラ
特
有
の

小
ぶ
り
の
白
い
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。 源範頼の墓標と伝えられる石塔

渡辺崋山の描いた
蒲ザクラ
東光寺境内へ石段を登っ
た辺りから見た構図である
と思われます。根元から幹
が7本に分かれ扇のように
広がる樹形が描かれてい
ます。

石戸小学校の蒲ザクラ
植えられてから18年ほどですが、見事な大木に成長しました。

大正時代の蒲ザクラ
天然記念物指定当時の蒲ザクラの様子が伺えます。当時は
枝張りが30ｍにもおよび現在の1.5倍の大きさがありました。

駅東口に植えられた
蒲ザクラ
奥に咲いているの
がソメイヨシノです。
満開の時期に違い
が見られます。

樹齢八〇〇年　日本五大桜の一つ

石戸蒲ザクラ

人と同じように、大切なのは愛情です

石戸蒲ザクラ保存会会長

高松　了
さとる

さん

　石戸蒲ザクラ保存会は、西七地区で構成されています。活動のなかで一番忙しいのはやはり
春の彼岸が過ぎた頃からです。３月末に会合を開いて備えますが、桜まつりやライトアップの準備、
桜の開花を尋ねてくる観光客の対応など、役員中心に手分けをして行っています。
　蒲ザクラは国の天然記念物で、しかも子孫を残していくことを考えると、楽しいことばかりではあ
りません。台風や虫の影響で10年全く咲かなかった時期がありました。そんなとき土壌改良を中心
とした樹勢回復事業を行い、それまで以上に気をつけて見るようにしていると、また白く可憐な花を
咲かせるようになりました。
　前会長が「人も花も木も、みんなかわいがること。そうすれば必ずこたえてくれる」と言いましたが、
そのとおりですね。花が咲いたときは、活動を続けてきて本当に良かったと思いました。
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北
本
で
一
番
大
き
な
桜
を
見
る

　

北
本
自
然
観
察
公
園
内
に
あ
る
エ
ド

ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
は
、
高
さ
29
ｍ
、
樹
齢

約
200
年
と
推
定
さ
れ
、
市
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
３
月

末
ご
ろ
に
満
開
を
迎
え
ま
す
。

桜
の
ト
ン
ネ
ル
を
歩
く

　
「
桜
土
手
」や「
桜
堤
」の
名
で
親
し
ま

れ
て
い
る
城
ヶ
谷
堤
は
、
毎
年
４
月
上

旬
に
約
60
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
桜
の

ト
ン
ネ
ル
を
つ
く
り
ま
す
。

桜
の
花
が
舞
う
空
へ
ジ
ャ
ン
プ
す
る

　

子
供
公
園
は
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の
各
種
遊
具
や
水
遊
び
場
が
充
実
し
て

お
り
、
休
日
は
お
弁
当
を
持
っ
た
親
子

連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

特
に
巨
大
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の「
ふ
わ

ふ
わ
ド
ー
ム
」は
、
桜
の
時
期
が
お
す

す
め
で
す
。

樹
齢
800
年
を
感
じ
る

　

東
光
寺
の
境
内
に
あ
る
石
戸
蒲
ザ
ク

ラ
は
、
日
本
五
大
桜
に
数
え
ら
れ
る
名

木
で
、
大
正
11
年
に
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
４
月
上
旬
に
、

白
く
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

親
子
め
ぐ
り
コ
ー
ス

親
子
で
楽
し
め
る
お
花
見
ス
ポ
ッ
ト
で
す
！

◎
高
尾
さ
く
ら
公
園
　
◎
阿
弥
陀
堂

◎
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
　

コース

1

伝
統
め
ぐ
り
コ
ー
ス

歴
史
を
感
じ
な
が
ら
、
北
本
の
桜
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
北
本
自
然
観
察
公
園
　
◎
城
ヶ
谷
堤

◎
子
供
公
園
　
　
　
　
　
◎
東
光
寺

コース

２

高尾さくら公園

東光寺の石戸蒲ザクラ

城ヶ谷堤

阿弥陀堂のエドヒガンザクラ

　高尾さくら公園には、
良い香りがする「駿

するが
河台
だい

匂
におい
」や、秋から春にかけ

て２度咲く「子
こ
福
ぶく
桜
ざくら
」が

あるトマ。そうそう、 緑
色や黄色の桜もあるのは
知ってるトマ？　緑色の花
の「御

ぎょ
衣
い
黄
こう
」、黄色い花の

「鬱
う
金
こん
桜
ざくら
」は、散るとき

は赤くなって房ごと落ちる
トマ。不思議トマね！

　子供公園には、「これって桜なの？」っ
て思う「イヌザクラ」があるトマ。花の
付き方が「棒たわし状」で、白い小さ
な花が密生して形作っているトマ。４月
下旬に咲くから探してみてほしいトマ。
　石戸蒲ザクラは、正面から見るのも良
いけど、北側から見るのもおすすめトマ。
天然記念物指定当時の姿にそっくりト
マ！　駐車場からひいてみて見るのも、北
本の自然を感じられて良いトマ。

野外活動センター

北本自然観察公園のエドヒガンザクラ

子供公園

北
本
市
ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会
元
会
長
・
平
田
正
昭
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

市
内
の
桜
を
め
ぐ
る
お
す
す
め
コ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

※
時
間
と
距
離
は
目
安
で
す
。

き
た
も
と
桜
め
ぐ
り

わ
た
し
が

ご
案
内

す
る
ト
マ
♪

コース２

伝統めぐりコース

自然観察公園前バス停

北本自然観察公園

城ヶ谷堤

子供公園

石戸蒲ザクラ

0.7km

0.7km

0.6km

３分

14分

12分

10分

START

GOAL

コース１

親子めぐりコース

西高尾４丁目バス停

【合計 約 2.3km】

高尾さくら公園

1.6km

0.6km

20分

すぐ

６分

阿弥陀堂エドヒガンザクラ

野外活動センター

START

GOAL

色
々
な
種
類
の
桜
を
楽
し
む

　

高
尾
さ
く
ら
公
園
に
は
、
全
国
か
ら

集
め
ら
れ
た
市
民
の
ふ
る
さ
と
の
桜
30

種
類
約
200
本
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

３
月
初
旬
か
ら
４
月
末
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
桜
が
公
園
を
彩
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
の
す
ぐ
北
側
に
あ
る
阿

弥
陀
堂
の
境
内
に
は
、
樹
齢
200
年
、
市

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
エ

ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
が
あ
り
ま
す
。
市
内

で
２
番
目
の
大
き
さ
を
誇
り
、
３
月
下

旬
に
あ
ざ
や
か
な
ピ
ン
ク
色
の
花
を
咲

か
せ
ま
す
。

桜
を
見
て
ア
ウ
ト
ド
ア
で
遊
ぶ

　

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
に
は
キ
ャ
ン
プ

場
や
芝
生
広
場
、
体
験
学
習
室
な
ど
が

あ
り
、
家
族
・
団
体
等
が
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
桜
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【合計 約 2km】

⑦ページのマップ
をご覧ください

⑦ページのマップ
をご覧ください
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内容　菜の花迷路、
菜の花摘み、乗用模型
電車、�甘酒無料配布、
お楽しみ抽選会ほか（菜の花摘みは一人100円）
主催　北本市景観作物振興会
問合せ　産業観光課農政担当（☎594－5532）

桜
も
祭
り
も
楽
し
み
いっ
ぱ
い

内容　ステージイベント、縁日コーナー、新鮮野菜や地場
産品等の販売、ビンゴ大会等を実施。近隣のご当地グル
メも出店。子供が楽しめるフワフワ遊具や大東文化大学
吹奏楽団の演奏も行われます。
交通　北本駅西口より「メディカルセンター病院・石戸蒲
ザクラ入口」行きバスで「西高尾四丁目」バス停下車徒歩
約20分、または吉見町巡回バス・けやき号（１日4本・土
曜運休）で「北本市高尾さくら公園」バス停下車1分
＊さくらまつり開催日（4月6日・7日）は北本駅より無料シャト
ルバスも運行、シャトルバスは観光協会前と菜の花まつり
会場前でも停車します。
問合せ　総合公園管理事務所（☎592-4050）

さくらまつり

第６回 菜の花まつり

◆とき　₄月１日（月）～７日（日）の ９：００～
１１：００ 参加受付　※雨天決行
◆コース　北本駅西口→北本市観光協会→
真福寺（厄除け両大師）→エドヒガンザクラ
→埼玉県自然学習センター（北本自然観察
公園内）→東光寺・石戸蒲ザクラ→城ヶ谷堤
→高尾さくら公園・さくらまつり→緑のト
ラスト保全第 8号地「高尾宮岡の景観地」→
高尾氷川神社→菜の花まつり→伝鎌倉街道
「これより石と舟とみち」→北本市観光協会
（約15㎞）
◆参加費　無料
◆申込み　事前の申込みは不要。期間中の
９：００～１１：００に北本市観光協会で参加受付
を行います。参加当日に北本市観光協会ま
でお越しください。詳しくは３月発行のＪ
Ｒ東日本のパンフレット「駅からハイキング
＆ウォーキングイベント」（2013年 4・5・6
月号）または、ＪＲ東日本「駅からハイキン
グ」のホームページでご確認ください。

～樹齢８００年の日本五大桜「石戸蒲ザクラ」を見る～
駅からハイキング

桜
や
菜
の
花
を
楽
し
み
な
が
ら
、
祭
り
も
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

開
催

共　催　北本市観光協会、北本市、ＪＲ東日本
問合せ　北本市観光協会（☎ 591－1473）

受付時に市内飲食店で使えるお得なクー
ポンを、ゴール時には新鮮トマト１個（数
量限定）を差し上げます。

４月６日（土）・７日（日）　１０：００～１５：００
高尾さくら公園

４月６日（土）・７日（日）
９：００～１５：３０
北本市高尾７丁目地内
（下図参照）

北本駅発　　
　　→会場行き 時 さくらまつり会場発

　　　→北本駅行き
45　30　15　00 9  15　30

50　40　30　15　00 10 00　20　30　45
45　30　15　00 11 00　15　30　45
45　30　15　00 12 00　15　30　45
45　30　15　00 13 00　15　30　45　50

50　30　20　05　00 14 00　20　35　45　55
15 05　15　25　35　45
16 00　15

シャトルバス運行時刻表

エドヒガン
ザクラ

自然遊歩道

病院

子供公園

埼玉県
自然学習センター

城
ヶ
谷
堤

城
ヶ
谷
堤

荒井橋

高尾橋

高尾さくら公園
菜の花まつり
会場

北本市観光協会

野外活動
センター

高尾宮岡ふるさとの
緑の景観地

阿弥陀堂荒

　川
西小

バス停

バス停

バス停

北本中

市役所

西口

西中

東光寺・石戸蒲ザクラ

北
本
駅

バス停

1

1

3

2

4

3

2

N

GOAL

GOAL

START

START

伝統めぐりコース
コース2

親子めぐりコース
コース1

北本桜めぐり
ガイドマップ
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